
宮城県南三陸町 山口 清緒 商品開発・販売

【年 齢】
50歳

【出身地】
静岡県三島市

【転出元】
静岡県長泉町

【前 職】
会社員

【活動時期】
R3.10～ R6.9

（2年目）

面白い事業と感じ、現在の仕事となっている「海藻の陸
上養殖」に興味を感じ、「職種」で応募しました。今ま
での経験も生かせる事も重なり、協力隊の一員として活
動しています。南三陸で隊員となり、すごいなぁと感じ
ているのは、地元と移住した方々が環境や研究、事業創
出、賑わいなどで盛り上げながら被災地を治癒していく
姿に仕事で選んだ私も協力隊になってよかった、と思っ
ています。

【メディア等の取材連絡先】
（メールアドレス）k.Yamaguchi@season-s.com
（電話番号）0226-36-2311 (株式会社阿部伊組）

【活動の様子を発信しているSNS・ブログなど】
（FB）https://www.facebook.com/keoghpiyo

協力隊２年生として海藻をより身近な物として広げてい
きたいと考えています。2023年初夏には、海藻をコン
セプトにした実店舗が南三陸町にオープンします。海藻
に興味を持ってもらう事と同時に環境を学ぶこと、そし
て海と山の豊かさを持つ南三陸を知ってもらいたい！そ
の動きを海藻を介して国内外へ情報を発信していける1
年にしたいと思います。

協力隊に応募したきっかけ

今後の抱負・任期後の目標

連絡先

活動内容基本情報

●もくろむ/つたえる
私の職名。「海藻」をもっと身近に使ってもらう
ために様々な商品開発や企画、販売を担当してい
ます。三陸産の海藻と県内産のバターを使った
「三陸海藻バター」は、調味料としてレストラン
や料理教室など幅広く活躍中！

●海藻を、新たに。
海藻を使う視点を変えて、和洋折衷だけでなく焼
菓子へも試み、テスト販売を重ね、南三陸の洋菓
子店の協力のもと商品化した「海藻バターサブ
レ」は、発売初日からリピーターが出てくらいの
ファン率が高い美味しい逸品です。

●つながる。そして、ひろがる
2022年5月から新しい海藻食を広げるため、首都
圏のマルシェに出店しています。その中でつな
がった企業とのコラボ商品の開発をはじめ、海外
の海藻事業や海藻食をリンクし、「海藻を、新た
に」の商品を広げていきたいと思います。
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